
君 と つ ば さ 第３０２号　（１） ２０１２.１.１

本
紙
は
、

�
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て

助
成
を
受
け
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
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海
外
語
学
研
修

第
９
期
生
を
募
集

３面参照
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つ
ど
い　
１
泊
２
日
に
短
縮

全
国
一
括
開
催　
講
演
・
懇
談
中
心
に

　

年
度
上
期
事
業
報
告
を
行
っ
た
通
常
理
事
会
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�

読
書
の
薦
め

年頭に寄せて

公
益
財
団
法
人

　

交
通
遺
児
育
英
会

会
長　

清
水　

司

� 
微
睡 
み
�

ま　

ど　

ろ

油
彩
・
カ
ン
バ
ス

２３年度上期事業報告

平成２４年１月１日発行
発行・公益財団法人　交通遺児育英会

　
　

〒１０２-
００９３

東京都千代田区平河町２―６―１
（電話）０３（３５５６）０７７１
（ＨＰ）　http://www.kotsuiji.com 

�交通遺児育英会

愛
知
県
立
芸
術
大
学　

３
年

白
井　

弓
子

事業計画　着実に達成



君 と つ ば さ第３０２号 ２０１２.１.１ （２）　

震
災
、不
登
校
…
悩
み
深
刻

年
度
相
談
会

２３

５
会
場
に　

家
族　

保
護
者
ど
う
し
交
流
も

１９
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電話
相談

参加率
（％）

来　場
家庭数

対　象
家庭数実施月対象自治体（開催地）

１１７.６３１７７月静岡県（静岡市）
０８.３２２４９月宮城県・福島県・山形県（仙台市）
０７.４２２７１０月北海道（札幌市）
０９.０４４４１１月愛知県・三重県・岐阜県（名古屋市）
０１.８８６８１２月大阪府・関西５府県（大阪市）
１１０.６１９１８０計

平成２３年度　相談会参加状況
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相
談
会
に
は
家
族
連
れ
の
姿
も
�
�
�
�
�
�
�
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◆
２
つ
の
日
本
一
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熱血　太鼓打ち
流し踊り　優雅

郷土芸能部
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富田　将吾　君
青森県　県立田子高校　２年
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�

富
田
君
�
�
�
�
ら
は
太
鼓
、
奥
で

は
流
し
踊
り
と
神
楽
部
門
の
練
習
も

�

�
�
�
�
�
�
	
�
�

炎暑の中、震災被災地・
野田村慰問で熱演する部
員たち　 ������

�
�
�
�
�
�
�
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◆
夢
の
全
国
大
会
へ
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�
�

�
�
�
�
�
�

▲

�

北

海

道

愛

知

県

（
中
京
３
県
）

大

阪

府

（
関
西
５
府
県
）



君 と つ ば さ 第３０２号　（３） ２０１２.１.１

あ
し
な
が
お
じ
さ
ん
の
お
便
り

　

遺
児
学
生
の
皆
さ
ん
、
お
元

気
に
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ご
活

躍
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
私
は

一
昨
年
末
か
ら
の
膝
痛
が
や
っ

と
治
り
か
け
て
、
ま
た
自
由
に

行
動
で
き
る
か
な
と
楽
し
み
に

し
つ
つ
、
感
謝
の
毎
日
を
過
ご

し
て
お
り
ま
す
。
遅
れ
て
い
た

分
、
気
に
な
り
な
が
ら
振
り
込

め
ず
、
今
は
役
目
が
果
た
せ
ほ

っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

（
千
葉
市　

Ｍ
・
Ａ
さ
ん
）　

　
　
　

☆　
　
　

☆

　
　

歳
半
ば
を
過
ぎ
て
、
こ
の

85
間
、
世
間
の
人
々
に
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
社
会
へ
の

ご
恩
返
し
と
し
て
、
将
来
の
あ

る
若
い
人
の
一

助
と
な
れ
ば
と

思
い
ま
し
て
、

わ
ず
か
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

一
時
金
と
し
て
寄
付
い
た
し
ま

す
。

　

（
北
九
州
市　

Ｔ
・
Ｔ
さ
ん
）

　
　
　

☆　
　
　

☆

　

生
前
、
父
は
交
通
関
係
の
仕

事
を
し
て
お
り
、
無
事
故
無
違

反
で
通
し
て
、
人
生
を
閉
じ
ま

し
た
。
今
回
東
日
本
大
震
災
で

多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
、
大
変

な
思
い
を
し
て
い
る
中
で
、
家

族
で
考
え
て
き
ま
し
た
。
少
額

で
す
が
、
有
意
義
に
お
使
い
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

（
福
島
県　

Ｃ
・
Ｓ
さ
ん
）

　
　
　

☆　
　
　

☆

　

岩
手
県
へ
の
支
援
を
小
生
な

り
に
終
了
し
ま
し
た
。再
び「
あ

し
な
が
お
じ
さ
ん
奨
学
金
」を
、

少
額
で
は
あ
り
ま
す
が
送
り
ま

す
。「
東
北
大
震
災
の
遺
児
」
の

支
援
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

　

（
伊
万
里
市　

Ｍ
・
Ｔ
さ
ん
）

　
　
　

☆　
　
　

☆

　

運
送
業
を
営
ん
で
お
り
、
交

通
事
故
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
と
日
々
思
っ
て
お
り
ま

す
。
私
ど
も
に
も
今
年
高
校
に

入
学
し
た
子
ど
も
が
お
り
、
何

か
し
ら
助
け
や
お
力
に
な
れ
れ

ば
と
思
い
ま
し
た
。

　

（
尾
張
旭
市　

Ｋ
・
Ｉ
さ
ん
）

　
　
　

☆　
　
　

☆

　

夫
を
交
通
事
故
で
亡
く
し
て

　

年
に
な
り
ま
す
。
当
時
、
子

10供
2
人
は
社
会
人
で
、
学
費
の

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
学
齢
の
お
子
さ
ん
を
持
つ

ご
家
庭
は
、
ど
ん
な
に
大
変
な

こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
夫
亡
き

あ
と
無
我
夢
中
で
、
気
づ
い
た

ら　

年
も
た
っ
て

10
い
ま
し
た
。
少
し

で
も
お
役
に
立
て

た
ら
と
思
い
ま
す
。
あ
し
な
が

お
じ
さ
ん
名
簿
に
登
録
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

（
東
村
山
市　

Ｅ
・
Ｓ
さ
ん
）

　
　
　

☆　
　
　

☆

　

用
紙
を
送
っ
て
い
た
だ
い
た

の
に
、
送
金
で
き
な
く
て
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
事

を
退
職
し
た
た
め
収
入
が
な
く

な
り
、
今
回
が
最
後
の
送
金
に

な
り
そ
う
で
す
。

　

（
久
留
米
市　

Ｒ
・
Ｔ
さ
ん
）

　
　
　

☆　
　
　

☆

　

大
災
害
の
後
、
復
興
の
な
か

な
か
進
ま
な
い
土
地
も
あ
る
よ

う
で
、
心
が
痛
み
ま
す
。
高
校

生
の
皆
さ
ん
が
、
ど
う
し
て
お

ら
れ
る
か
気
に
な
り
ま
す
。
元

気
で
通
学
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

（
西
東
京
市　

Ｔ
・
Ｔ
さ
ん
）

被
災
学
生
の
元
気
な
通
学
祈
り
…あ

し
な
が
お
じ
さ
ん
募
集
中

海外語学研修生を募集

作文審査で３４人選考
　

交
通
遺
児
育
英
会
は
、
平
成

　

年
度
海
外
語
学
研
修
（
第
9

24期
生
）
に
参
加
す
る
高
校
奨
学

生
を
募
集
す
る
。
派
遣
す
る
国

は
前
年
度
と
同
じ
イ
ギ
リ
ス
、

カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

3
か
国
。
期
間
は
夏
休
み
中
の

3
〜
4
週
間
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
を
し
な
が
ら
現
地
校
に
通
う
。

　

応
募
資
格
は
、
高
校
1
、
2

年
生
と
中
学
3
年
生
（
派
遣
時

は
高
校
1
年
生
）。
今
回
は
従

来
実
施
し
て
い
た
面
接
に
よ
る

審
査
は
行
わ
ず
、
作
文
の
み
で

派
遣
者
を
選
考
す
る
。
そ
の
た

め
、
作
文
応
募
期
限
も
従
来
の

2
月
末
か
ら
3
週
間
延
長
し
て

い
る
（
イ
ギ
リ
ス
の
み
）。

　

中
学
3
年
生
は
、
受
験
を
終

え
て
か
ら
で
も
間
に
合
う
の
で
、

奮
っ
て
応
募
し
て
ほ
し
い
（
詳

し
い
日
程
な
ど
は
別
表
参
照
）。

　

研
修
内
容
は
次
の
通
り
。

　

■
イ
ギ
リ
ス
コ
ー
ス

　

ロ
ン
ド
ン
の
南
西
1
4
5
熟

俊
、
大
聖
堂
な
ど
中
世
の
雰
囲

気
が
残
る
人
口
4
万
人
の
都
市

ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
で
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
し
な
が
ら
、
現
地
校
に
通

う
。
午
前
中
は
英
語
の
授
業
、

午
後
は
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
（
課
外
活
動
）、

週
末
の
土
、
日
は
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
（
周
辺
観
光
）
を
通
じ

締め切り定員研修期間コース
３／１６必着３０人７／２３～８／１３イギリス
２／１０必着２人７／２１～８／１８カナダ
２／１０必着２人７／２７～８／２６オーストラリア

コース別　研修期間、募集人員、作文応募締め切り

て
、
他
国
学
生
と
の
交
流
や
、

現
地
の
環
境
に
触
れ
る
。

　

語
学
授
業
は
各
国
混
成
の　
15

人
前
後
で
、
英
語
の
レ
ベ
ル
に

よ
っ
て
編
成
し
、
英
会
話
を
中

心
に
楽
し
く
学
べ
る
よ
う
配
慮

し
て
い
る
。

　

■
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
コ
ー
ス

　

こ
の
2
コ
ー
ス
は
、
高
校
生

の
交
換
留
学
な
ど
異
文
化
交
流

事
業
を
行
っ
て
い
る
Ａ
Ｆ
Ｓ
日

本
協
会
に
委
託
し
て
行
う
。

　

▼
カ
ナ
ダ
コ
ー
ス

　

英
語
圏
の
ア
ル
バ
ー
タ
州
、

オ
ン
タ
リ
オ
州
、
ニ
ュ
ー
フ
ァ

ン
ド
ラ
ン
ド
州
に
滞
在
、
世
界

各
国
か
ら
の
Ａ
Ｆ
Ｓ
生
と
一
緒

に
研
修
を
受
け
る
。
午
前
中
は

会
話
中
心
の
語
学
授
業
、
午
後

は
市
内
近
郊
の
観
光
、
施
設
見

学
や
ハ
イ
キ
ン
グ
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

　

▼
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
コ
ー
ス

　

現
地
の
高
校
で
、
会
話
を
中

心
と
し
た
英
語
の
授
業
を
約　
60

時
間
受
け
る
ほ
か
、
小
旅
行
や

近
郊
の
農
場
見
学
、
パ
ー
テ
ィ

ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　

募　

集　

要　

項　

　

●
応
募
資
格

　

現
在
、
高
校
1
、
2
年
と
中

学
3
年
（
1
9
9
4
年
4
月
以

降
生
ま
れ
）
に
在
学
中
の
派
遣

時
本
会
高
校
奨
学
生
で
、
心
身

と
も
に
海
外
研
修
に
適
応
で

き
、
英
語
習
得
、
異
文
化
交
流

に
興
味
の
あ
る
人
。

　

カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
家
庭
は
ほ
と
ん
ど
ペ
ッ
ト
を

飼
っ
て
い
る
た
め
、
動
物
ア
レ

ル
ギ
ー
の
あ
る
人
は
不
可
。

　

参
加
者
は
帰
国
後
、
1
2
0

0
字
の
リ
ポ
ー
ト
と
現
地
で
の

ス
ナ
ッ
プ
写
真
3
枚
の
提
出
が

義
務
づ
け
ら
れ
る
。

　

●
研
修
費
用

　

国
内
運
賃
を
含
め
、
派
遣
の

た
め
の
費
用
は
本
会
が
負
担
す

る
が
、
パ
ス
ポ
ー
ト
は
各
人
が

取
得
す
る
。
ま
た
顔
写
真
代
も

自
己
負
担
と
す
る
。

　

●
選
抜
方
法

　

「
海
外
語
学
研
修
応
募
の
動

機
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
Ａ
4
原

稿
用
紙
2
枚
分
（
8
0
0
字
）

の
作
文
を
提
出
す
る
（
手
書

き
、
ま
た
は
ワ
ー
プ
ロ
も
可
）。

　

原
稿
用
紙
3
枚
に
1
か
ら
3

ま
で
番
号
を
つ
け
、
1
枚
目
①

奨
学
生
番
号
（
中
学
生
は
不

要
）
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏

名
⑤
学
校
名
⑥
学
年
⑦
希
望
コ

ー
ス
（
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
希
望
者
は
第
2
希
望
も
記

入
）
を
明
記
。
2
枚
目
、
3
枚

目
に
作
文
を
書
き
、
計
3
枚
を

郵
送
す
る
。

　

面
接
審
査
は
行
わ
ず
、
こ
の

作
文
だ
け
で
選
考
す
る
。
参
加

決
定
者
は
3
月
末
ま
で
に
健
康

診
断
書
と
所
定
の
参
加
申
し
込

み
書
類
を
提
出
す
る
。

　

参
加
者
・
保
護
者
説
明
会
を

心塾、ニュースに登場
―信越放送　

　心塾東京寮が、昨年10月10日、

信越放送（長野市）のテレビ番組

「ニュースワイド」（午後　時45分5

～　時25分）で紹介された。秋の6

交通安全週間に合わせて、事故の

被害者に焦点を当てたもので、事

故で親を亡くした久力美稀さん

（19）、横江達哉さん（21）、浦川

真悟さん（22）ら塾生　人の体験3

を始め、心塾での寮生の生活ぶり

が紹介された。

　インタビューを受けた石橋健一

専務理事＝写真＝は、「全国で支援

を求めている人々は数多くいる。

これからも交通遺児に対する支援

体制の充実が必要」と語った。

6
月　

日
（
土
）
に
行
う
。
な

23

お
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
2
コ
ー
ス
は
、
作
文
審
査

か
ら
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ま

で
す
べ
て
、
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
準
じ
て
実
施
す
る
。

寮生に教えられ、もちつきを楽しむ子どもたち

恒
例
も
ち
つ
き　
４
０
０
人
が
賞
味

　

心
塾
東
京
寮
（
東
京
・
日
野

市
）
の
も
ち
つ
き
大
会
が
、
昨

年　

月　

日
、
学
生
寮
前
庭
で

11

27

行
わ
れ
た
。
開
塾
以
来
の
年
中

行
事
と
な
っ
た
も
ち
つ
き
大
会

は
、
こ
れ
が　

回
目
。
小
春
日

33

和
に
恵
ま
れ
、
家
族
連
れ
や
お

年
寄
り
、
子
供
な
ど
4
0
0
人

を
超
え
る
近
隣
の
人
々
で
終
日

に
ぎ
わ
っ
た
。

　

も
ち
つ
き
大
会
の
費
用
は
、

事
前
に
近
隣
の
家
庭
の
協
力
で

集
め
た
資
源
物
の
回
収
補
助
金

を
充
て
た
。
日
ご
ろ
世
話
に
な

っ
て
い
る
地
域
住
民
と
の
交
流

を
強
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
。

　

当
日
は
、
も
ち
米
の
蒸
し
上

げ
か
ら
、
も
ち
つ
き
を
始
め
、

来
場
者
へ
の
配
布
、
米
と
ぎ
や

調
理
道
具
の
清
掃
な
ど
の
裏
方

ま
で
、
全
寮
生
が
参
加
し
た
。

　

午
前　

時
の
開
場
と
同
時

10

に
、
も
ち
つ
き
開
始
。
つ
き
上

げ
ら
れ
た
も
ち
は
、
次
々
と
あ

ん
こ
も
ち
、
き
な
こ
も
ち
、
磯

辺
も
ち
に
し
て
配
ら
れ
た
。
と

ん
汁
、
焼
き
そ
ば
な
ど
の
前
に

は
、
順
番
を
待
つ
行
列
が
あ
っ

と
い
う
間
に
で
き
、
終
了
予
定

よ
り
1
時
間
早
い
午
後
2
時
に

は
、
す
べ
て
の
食
べ
物
を
配
り

終
え
た
。

　

ま
た
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や

ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
、
子
ど
も
も

楽
し
め
る
企
画
も
来
場
者
を
大

い
に
楽
し
ま
せ
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
と
引
き
換
え
に
、
前
日
塾
生

が
作
っ
た
お
み
や
げ
用
の
も
ち

2
5
0
袋
も
す
べ
て
、
来
場
者

の
手
に
渡
り
、皆
持
ち
帰
っ
た
。

　

今
回
も
、
近
隣
の
視
覚
障
害

者
総
合
福
祉
施
設
「
東
京
光
の

家
」
に
入
居
し
て
い
る　

人
が

11

ゲ
ス
ト
と
し
て
招
か
れ
、
イ
ベ

ン
ト
ホ
ー
ル
で
塾
生
が
振
る
舞

う
つ
き
た
て
の
も
ち
を
味
わ
っ

た
。
塾
生
の
手
を
借
り
て
、
実

際
に
も
ち
つ
き
を
楽
し
み
、
皆

慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
笑
顔

で
も
ち
つ
き
を
楽
し
ん
で
い

た
。
ゲ
ス
ト
の
一
人
は
「
こ
の

も
ち
つ
き
大
会
は
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
喜

ん
で
い
た
。

スペイン語大会

高畠さん２位

　

心
塾
関
西
寮
の
塾
生
、
関
西

外
国
語
大
学
3
年
、
高
畠
す
み

れ
さ
ん
（　

）
＝
写
真
＝
が
、

21

昨
年　

月　

日
、
高
円
宮
杯
2

11

19

0
1
1
年
全
日
本
ス
ペ
イ
ン
語

コ
ン
ク
ー
ル
（
日
本
ス
ペ
イ
ン

協
会
主
催
）
で
、
2
位
に
入
賞

し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
ス
ペ
イ
ン

語
の
原
稿
（
テ
ー
マ
は
自
由
）

に
よ
る
書
類
選
考
で
残
っ
た　
12

人
が
、
ス
ピ
ー
チ
を
競
う
も

の
。
ス
ペ
イ
ン
語
専
攻
の
高
畠

さ
ん
は
、　

年
8
月
か
ら　

年

10

11

5
月
ま
で
メ
キ
シ
コ
に
留
学
。

帰
国
後
、
語
学
力
を
試
そ
う
と

コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
た
。

　

ス
ピ
ー
チ
で
は
、
高
校
時

代
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
留
学
を
終

え
て
帰
国
し
た
後
、
わ
ず
か
2

か
月
で
父
親
を
交
通
事
故
で
失

っ
た
無
念
さ
と
、
メ
キ
シ
コ
留

学
時
に
知
っ
た
、
死
に
対
す
る

メ
キ
シ
コ
人
の
お
お
ら
か
な
気

持
ち
を
、
滑
ら
か
な
ス
ペ
イ
ン

語
で
発
表
し
て
、高
く
評
価
さ

れ
た
。

２
寮
生
が
高
校
で
講
演

　

心
塾
東
京
寮
の
塾
生
が
昨
年

　

月　

日
、
千
葉
県
立
佐
倉
東

11

11

高
校
（
仲
野
仁
校
長
）
で
、
定

時
制
高
校
生
約
1
0
0
人
を
前

に
講
演
、
交
通
遺
児
と
し
て
の

体
験
を
語
っ
た
。
講
演
し
た
の

は
、
横
江
達
哉
さ
ん
（
工
学
院

大
学
4
年
＝
写
真
左
）
と
佐
藤

良
さ
ん
（
国
士
舘
大
学
4
年
）

の
2
人
。

　

横
江
さ
ん
は
、
事
故
入
院
時

の
ベ
ッ
ド
で
、
父
や
祖
父
母
の

死
を
聞
か
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を

振
り
返
っ
た
。
佐
藤
さ
ん
は
、

交
通
遺
児
と
な
っ
た
経
緯
を
説

明
。
2
人
は
、
聴
き
入
る
高
校

生
に
、
い
つ
交
通
遺
児
に
な
る

か
も
知
れ
な
い
こ
と
や
事
故
の

恐
ろ
し
さ
を
伝
え
た
。

応　　募
締め切り

カ
ナ
ダ
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
＝
２
月　

日
１０

イ
ギ
リ
ス
＝
３
月　

日
１６

心
塾
寮
生　
熱
く

【
作
文
な
ど
応
募
書
類
の
送
り
先
】

　

〒
１
０
２
―
０
０
９
３

　
　

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
２
―
６
―
１

　
　
　

公
益
財
団
法
人　
交
通
遺
児
育
英
会

「
海
外
語
学
研
修
」
係

ソールズベリーの大聖堂を訪れた昨年の研修生
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衝
撃
の
す
し　
修
行
と
独
習
の
味

略　

歴　　
　
　
　
　

▲築地で手に入れた�あやかりダイ�を
自宅で調理してみる、という花岡さん

徳橋　樹莉亜さん
国際こども・福祉カレッジ

こども未来教育学科　　２年

花岡　広明　さん
「四季の店　ほり川」ホテルセンチュリーサザンタワー店板前
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常連客で高校の同級生の石橋さんと

亡き夫が残した美容院経営

髪
も
き
れ
い
に
心
も
す
っ
き
り

〔美容師〕
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に
よ
り
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り
と
し
た
時
間
配
分
で
接
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患
者
に
寄
り
添
う　
Ｓ
Ｔ
の
緊
張
感

木
原　

良　
さ
ん

国
際
医
療
福
祉
大
学　
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

　
　
　
　

言
語
聴
覚
学
科　

3
年

カラフルな講義室を見渡す言語聴覚学科フロア（右上）と
「ざわめきが好き」という食堂で後輩学生と語らう木原さん


